
●
は
じ
め
に

ベ
ト
ナ
ム
は
、
南
北
に
長
い
国
で
、
北
部
は
中

国
・
ラ
オ
ス
に
接
し
、
中
部
は
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ

ジ
ア
と
接
し
、
南
部
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
接
し
て
い

る
。
長
い
陸
上
の
国
境
線
と
海
岸
線
を
有
し
て
い

る
。
中
国
と
の
関
係
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
は

長
い
抵
抗
の
歴
史
で
あ
り
、
最
近
で
は
一
九
七
九

年
の
中
越
紛
争
が
記
憶
に
新
し
い
。
し
か
し
、
一

九
九
九
年
に
陸
上
国
境
に
関
す
る
合
意
、
二
○
○

○
年
に
海
上
国
境
に
関
す
る
合
意
が
成
立
し
、
現

在
は
非
常
に
友
好
的
関
係
に
あ
る
。
ラ
オ
ス
と
は

社
会
主
義
の
兄
弟
国
で
あ
り
「
特
別
な
関
係
」
の

下
に
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
の
協
力
関
係
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
、
そ
の
後
の
ベ
ト
ナ
ム
の
撤
退
と

い
う
歴
史
的
経
緯
が
あ
り
複
雑
な
関
係
で
あ
っ
た

が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
間
で
も
国
境
問
題
で
合
意

が
成
立
し
、
関
係
は
急
速
に
改
善
し
て
い
る
。
し

か
し
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
国
境
を
接
す
る
地

域
は
少
数
民
族
が
居
住
す
る
地
域
で
あ
り
、
内
政

的
に
は
不
安
定
な
地
域
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
、

ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
「
発
展
の
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
」
構
想
を
進
め
、
こ
れ
を
通
じ
て
少
数
民
族

問
題
、
麻
薬
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
の
経
済
発
展
が
政
治
的
安
定
に
必
要
で

あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
内
政
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｄ
Ｂ
が
計
画
し
進
め
て
い
る
Ｇ
Ｍ
Ｓ
の
三
つ

の
経
済
回
廊
計
画
は
、
南
北
に
長
い
ベ
ト
ナ
ム
の

北
部
、
中
部
、
南
部
の
三
つ
の
地
域
に
関
わ
る
道

路
建
設
計
画
で
あ
る
。
従
来
、
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済

回
廊
に
対
す
る
関
心
は
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

へ
の
ベ
ト
ナ
ム
の
影
響
力
の
確
保
に
あ
り
、
同
地

域
で
競
合
す
る
タ
イ
、
中
国
の
影
響
を
牽
制
す
る

意
図
が
強
か
っ
た
。
そ
の
端
的
な
例
が
、
一
九
九

八
年
に
ハ
ノ
イ
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳

会
議
で
採
択
さ
れ
た
ハ
ノ
イ
行
動
計
画
で
「
西
東

回
廊
」（W

est E
ast C

orridor

＝
Ｗ
Ｅ
Ｃ
）
開
発

を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
取
り
組
む
共
通
課
題
の
一
つ
と

し
た
こ
と
で
あ
る
（
参
考
文
献
参
照
）。

近
年
、
ベ
ト
ナ
ム
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
開
発
に
対
す
る
姿

勢
に
変
化
が
現
れ
て
い
る
。
二
○
○
四
年
に
タ
イ

主
導
の
「
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
・
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
・

メ
コ
ン
経
済
協
力
戦
略
」（A

yeyaw
adi-C

hao 

Phraya-M
ekong E

conom
ic C

ooperation Strategy

＝ 

Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）
に
正
式
参
加
し
、
タ
イ
と

の
経
済
関
係
を
強
化
す
る
方
向
が
現
れ
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
の
経
済
発
展
に
よ
り
、
中
越
間
貿
易

・
投
資
が
拡
大
し
、
こ
れ
ま
で
警
戒
感
が
強
か
っ

た
中
越
国
境
地
域
の
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
二
○

○
六
年
三
月
に
フ
ァ
ン
・
バ
ン
・
カ
イ
首
相
が
カ

ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
た
際
の
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ

ジ
ア
共
同
宣
言
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
、
発

展
の
三
角
地
帯
（
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
山
岳
部
に
ま
た
が
る
地
域
）
に
関
す
る
開

発
協
力
を
謳
い
、
日
本
の
開
発
協
力
に
対
す
る
感

謝
を
表
明
し
た
。

こ
の
よ
う
な
変
化
の
背
景
に
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

・
中
国
包
括
的
経
済
協
力
枠
組
み
協
定
が
具
体
化

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
中
国
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
と
の
関
係
改
善
を
促
し
て
い
る
。
加
え
て
、

二
○
○
六
年
一
○
月
に
見
込
ま
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ

ム
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
で
、
外
国
投
資
の
急
速
な
増
加

も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
拡
大
し
、
進
展

す
る
ア
ジ
ア
の
地
域
経
済
統
合
が
、
次
期
五
カ
年

期
に
向
け
て
高
度
成
長
を
計
画
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の

開
発
戦
略
に
も
少
な
か
ら
ず
変
化
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
タ
イ
、
中
国
と
の
貿
易
関
係
の

変
化
、
ベ
ト
ナ
ム
の
北
・
中
・
南
部
の
三
地
域
の

発
展
状
況
を
述
べ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
地
域
開
発
計
画

ベ
ト
ナ
ム̶

三
つ
の
経
済
回
廊
と
北
部
・
中
部
・
南
部
の
開
発

特集／メコン地域開発の現状と展望
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に
経
済
回
廊
の
影
響
が
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。

●
Ｇ
Ｍ
Ｓ
諸
国
と
の
経
済
関

係
の
変
化

①
タ
イ
、
中
国
と
の
拡
大
す
る
貿
易

先
述
し
た
よ
う
に
、
地
域
統
合
の
進

展
に
よ
っ
て
二
○
○
三
年
以
後
、
ベ
ト

ナ
ム
と
Ｇ
Ｍ
Ｓ
諸
国
、
と
り
わ
け
タ
イ

と
中
国
と
の
貿
易
が
拡
大
し
、
二
○
○

四
年
の
輸
入
で
は
中
国
は
第
一
位
（
一

三
・
九
五
％
）、
タ
イ
は
第
五
位
（
五

・
八
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
輸
出
で
は
、
タ
イ
輸

出
が
二
○
○
三
年
か
ら
急
増
、
中
国
輸

出
は
二
○
○
四
年
に
四
五
％
増
加
し
、

米
、
日
に
次
ぐ
第
三
位
の
輸
出
市
場
で

あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の

実
効
関
税
ス
キ
ー
ム
に
よ
る
関
税
引
き

下
げ
が
二
○
○
三
年
か
ら
本
格
化
し
た

こ
と
、
ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
中
国
包
括

的
経
済
協
力
枠
組
み
協
定
に
基
づ
い
た

ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
間
の
ア
ー
リ
ー
ハ
ー

ベ
ス
ト
協
定
が
実
施
さ
れ
、
越
中
間
貿

易
が
増
加
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
タ
イ
、
中
国
と
ど
の
よ
う

な
商
品
を
取
引
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

中
国
か
ら
の
輸
入
は
バ
イ
ク
部
品
、
石

油
製
品
、
鉄
鋼
、
織
物
、
機
械
と
そ
の

部
品
、
縫
製
部
材
な
ど
が
上
位
を
占
め
、

そ
れ
以
外
に
も
多
様
な
工
業
製
品
が
輸

入
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
中
国
へ
の
輸
出

は
、
原
油
、
ゴ
ム
、
石
炭
、
水
産
物
、
生
鮮
野
菜

・
果
物
な
ど
の
一
次
産
品
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を

占
め
る
。
原
油
を
除
く
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
一
次
産

品
輸
出
の
最
大
市
場
が
中
国
な
の
で
あ
る
。
他
方

中
国
に
と
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
は
工
業
品
輸
出
市
場

と
し
て
そ
の
重
要
性
を
さ
ら
に
増
し
て
き
て
い
る

と
い
え
る
。

タ
イ
か
ら
の
輸
入
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
、

機
械
と
そ
の
部
品
、
衣
服
・
靴
製
造
に
使
用
す
る

部
材
な
ど
、
工
業
製
品
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い

る
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
輸
出
を
み
る
と
、
水
産
物
、

原
油
な
ど
の
一
次
産
品
が
伝
統
的
輸
出
品
で
あ
る

が
、
近
年
で
は
電
気
・
電
子
部
品
、
機
械
・
機
械

部
品
の
よ
う
な
工
業
製
品
が
新
た
な
輸
出
品
目
に

加
わ
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
新
た
な
輸
出
品

を
生
産
し
て
い
る
の
は
外
国
投
資
企
業
で
あ
る
。

地
域
統
合
の
枠
組
み
の
中
で
、
外
資
を
通
じ
て
タ

イ
と
ベ
ト
ナ
ム
の
新
し
い
関
係
が
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
る
。

②
外
国
投
資
の
地
域
分
布

外
国
投
資
の
地
域
分
布
（
表
１
）
を
み
る
と
、

外
資
法
制
定
後
か
ら
二
○
○
五
年
ま
で
の
投
資
で

は
、
南
部
が
五
七
％
を
占
め
る
。
し
か
し
、
二
○

○
五
年
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
北
部
の
紅
河
デ

ル
タ
へ
の
投
資
が
四
一
％
と
な
り
、
南
部
の
東
南

部
の
四
八
％
に
迫
っ
て
い
る
。
北
中
部
沿
海
部
で

は
、
金
額
は
ま
だ
少
な
い
が
、
南
部
沿
海
部
で
外

国
投
資
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。
二
○
○
○
年
代

に
入
り
、
投
資
環
境
の
改
善
に
努
め
て
き
た
ベ
ト

ナ
ム
で
は
、
外
国
投
資
が
ベ
ト
ナ
ム
経
済
の
発
展

を
牽
引
し
て
き
た
。
外
国
投
資
は
ベ
ト
ナ
ム
の
政

治
的
安
定
性
、
地
理
的
優
位
性
、
良
質
で
安
価
な

労
働
力
を
評
価
し
て
き
た
が
、
最
近
で
は
中
国
投

資
リ
ス
ク
の
回
避
と
い
う
要
素
も
加
わ
っ
て
い
る
。

経
済
回
廊
が
直
接
的
に
外
資
を
ひ
き
つ
け
て
き
た

と
は
い
え
な
い
が
、
外
資
が
タ
イ
、
中
国
と
の
物

流
と
い
う
側
面
か
ら
経
済
回
廊
に
関
心
を
高
め
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
成
長
し
つ
つ

あ
る
ベ
ト
ナ
ム
内
需
と
Ｇ
Ｍ
Ｓ
開
発
に
よ
り
期
待

さ
れ
る
他
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
諸
国
市
場
を
念
頭
に
お
い
た

外
国
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
現
れ
て
き
て
い
る
。

③
ベ
ト
ナ
ム
の
対
外
投
資

ベ
ト
ナ
ム
の
対
外
投
資
金
額
は
小
さ
い
が
、
こ

こ
数
年
で
急
速
に
増
え
て
い
る
。
最
大
の
投
資
先

が
ラ
オ
ス
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
へ
の
投
資
は
二
○
○

六
年
四
月
現
在
で
五
一
件
、
投
資
許
可
額
三
億
六

四
○
○
万
ド
ル
、
件
数
で
全
体
の
三
分
の
一
、
金

額
で
は
二
分
の
一
以
上
を
占
め
る
。
従
来
は
資
源

開
発
・
加
工
（
木
材
、
石
膏
）、
商
業
、
医
薬
品

製
造
・
建
設
資
材
製
造
な
ど
で
大
部
分
を
占
め
て

い
た
が
、
二
○
○
四
年
以
後
、
こ
れ
に
天
然
ゴ
ム

栽
培
・
加
工
、
電
力
開
発
（
Ｂ
Ｏ
Ｔ
方
式
に
よ
る

X
ekam

an 3

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
な
ど
の
大
規
模
投

資
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
と
「
特
別
な
関

係
」
に
あ
る
兄
弟
国
へ
の
経
済
協
力
と
い
う
面
だ

け
で
な
く
、
国
際
的
に
資
源
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
環
境
の
下
で
、
ラ
オ
ス
の
天
然
資
源
、
一
次
産

品
開
発
に
ベ
ト
ナ
ム
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
対
し
て
は
、
二
○
○

五
年
以
降
に
五
件
の
投
資
が
許
可
さ
れ
、
天
然
ゴ

ム
栽
培
・
加
工
、
縫
製
、
医
療
協
力
、
畜
産
な
ど

5,000 

4,500 

4,000 

3,500 

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0

（100万ドル） 

1997 1999 2000 2001 2002 20031998 2004

タイ　輸出 タイ　輸入 中国　輸出 中国　輸入 

図 1　タイ･中国との貿易（1997 ～ 2004 年）

（出所）計画投資省HP掲載データから作成。
（注）＊2005 年 12 月末現在、有効な投資許可プロジェクトで、既に終了、取り
消されたプロジェクトは含まない。

1988-2005 2005 年

件数 投資許可金額
（100 万ドル）＊ （%）

新規投資許可額
（100 万ドル） （%）

全国 6,030 51,017.9 100.0 4,268.4 100.0 
紅河デルタ 1,187 13,909.8 27.3 1,755.7 41.1 
東北部 238 1,306 2.6 88.6 2.1 
西北部 20 69.7 0.1 4.2 0.1 
北中部沿海部 87 1,284.8 2.5 32 0.7 
南中部沿海部 233 1,445.1 2.8 192.4 4.5 
中部高原 88 266.4 0.5 23.6 0.6 
東南部 3,947 29,311.4 57.5 2,076.5 48.6 
メコンデルタ 203 1,530.3 3.0 74.1 1.7 

表 1　外国投資（地方別）
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特集／メコン地域開発の現状と展望

の
案
件
が
含
ま
れ
て
い
る
。

●
ベ
ト
ナ
ム
の
三
地
域
の
発

展
状
況

表
２
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
の
発
展
度

の
違
い
を
地
域
別
に
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
ハ
ノ
イ
と
そ
の
周
辺
省
を
含
む
紅

河
デ
ル
タ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
中
心
に
外

延
的
に
成
長
を
遂
げ
て
い
る
東
南
部
、

中
部
の
ダ
ナ
ン
周
辺
は
、
経
済
重
点
地

域
に
指
定
さ
れ
、
高
度
成
長
と
工
業
化

の
拠
点
と
さ
れ
て
い
る
。

北
部
の
東
北
部
、
西
北
部
は
中
国

（
雲
南
省
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
）、

ラ
オ
ス
と
国
境
を
接
す
る
地
域
で
、
少

数
民
族
が
居
住
す
る
地
域
で
あ
る
。
近

年
発
展
が
著
し
い
首
都
ハ
ノ
イ
と
周
辺

省
に
比
較
す
る
と
、
経
済
発
展
が
遅
れ

所
得
の
低
い
地
域
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム

が
貧
困
削
減
政
策
の
重
点
に
し
て
い
る

地
域
に
含
ま
れ
る
。

中
部
は
、
北
中
部
沿
海
部
、
南
中
部

沿
海
部
、
中
部
高
原
を
含
み
、
北
部
、

南
部
に
比
べ
て
発
展
が
遅
れ
た
地
域
で

あ
る
。
山
が
迫
っ
た
地
形
で
、
台
風
が

多
く
気
候
的
に
も
不
利
な
地
域
で
あ
る
。

中
部
高
原
は
少
数
民
族
居
住
地
域
で
あ

っ
た
が
、
最
近
は
越
族
（
ベ
ト
ナ
ム
人

口
の
約
九
割
を
占
め
る
）
の
移
住
に
よ

り
コ
ー
ヒ
ー
、
ゴ
ム
な
ど
の
商
品
作
物

栽
培
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
他
方
で

伝
統
的
に
少
数
民
族
が
使
用
し
て
い
た
土
地
を
奪

う
こ
と
に
な
り
、
二
○
○
四
年
に
少
数
民
族
に
よ

る
大
規
模
な
紛
争
が
発
生
し
た
。
中
部
高
原
の
開

発
は
、
地
域
格
差
と
少
数
民
族
問
題
の
両
面
か
ら

開
発
の
重
点
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

南
部
で
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
、
バ
リ
ア
＝
ブ
ン

タ
ウ
省
、
ド
ン
ナ
イ
省
、
ビ
ン
ズ
オ
ン
省
を
含
む

東
南
部
が
ベ
ト
ナ
ム
経
済
の
中
心
で
あ
り
、
外
国

投
資
、
工
業
生
産
の
過
半
を
占
め
る
。
最
近
で
は
、

上
記
の
四
省
・
中
央
直
轄
市
だ
け
で
な
く
、
そ
の

周
辺
地
域
（
ロ
ン
ア
ン
省
、
タ
イ
ニ
ン
省
）
に
工

業
地
域
が
拡
大
し
て
い
る
。
一
人
当
た
り
支
出

（
月
）
で
み
る
と
、
東
南
部
が
最
も
高
い
。

ベ
ト
ナ
ム
の
地
域
間
格
差
は
、
経
済
発
展
と
と

も
に
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の

地
域
開
発
戦
略
は
、
経
済
重
点
地
域
の
急
速
な
発

展
だ
け
で
な
く
、
低
開
発
地
域
の
所
得
格
差
を
是

正
す
る
こ
と
も
意
図
し
て
い
る
。

●
経
済
回
廊
と
地
域
経
済
開
発

①
南
北
経
済
回
廊

ベ
ト
ナ
ム
北
部
を
経
由
す
る
南
北
経
済
回
廊
に

は
、
雲
南
省
の
河
口
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
ラ
オ
カ
イ

を
経
由
し
て
ハ
ノ
イ
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
、
ク
ア
ン
ニ

ン
省
に
至
る
ル
ー
ト
が
あ
る
（
ラ
オ
カ
イ=

ノ
イ

バ
イ
間
の
高
速
道
路
建
設
計
画
に
Ａ
Ｄ
Ｂ
の
協
力

が
決
ま
っ
た
模
様
で
あ
る
）。
近
年
、
北
部
国
境

地
域
開
発
に
関
し
て
中
越
間
の
協
力
が
進
ん
で
い

る
。
二
○
○
五
年
一
○
月
末
に
胡
錦
濤
主
席
が
訪

越
、
さ
ら
に
二
○
○
六
年
八
月
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党

大
会
後
に
ノ
ン
・
ド
ゥ
ッ
ク
・
マ
イ
ン
共
産
党
書

記
長
が
訪
中
し
、「
二
つ
の
回
廊
と
一
つ
の
ベ
ル

ト
」
の
建
設
協
力
を
確
認
し
て
い
る
。
二
国
間
の

合
意
で
は
、
前
記
の
ル
ー
ト
に
加
え
、
中
国
広
西

チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
南
寧
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
ラ
ン

ソ
ン
を
経
由
し
て
ハ
ノ
イ
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
至
る

ル
ー
ト
、
さ
ら
に
北
部
湾
沿
い
の
経
済
ベ
ル
ト
の

開
発
を
構
想
し
て
い
る
。

中
国
と
国
境
を
接
す
る
北
部
の
省
で
は
、
ラ
オ

カ
イ
（
ラ
オ
カ
イ
省
）、
ド
ン
ダ
ン
（
ラ
ン
ソ
ン

省
）、
モ
ン
カ
イ
（
ク
ア
ン
ニ
ン
省
）
な
ど
の
国

境
ゲ
ー
ト
で
国
境
貿
易
が
拡
大
し
て
い
る
。
ベ
ト

ナ
ム
側
は
農
産
品
、
水
産
品
な
ど
の
輸
出
を
、
中

国
側
か
ら
は
工
業
製
品
が
大
量
に
入
っ
て
く
る
。

中
国
側
は
ベ
ト
ナ
ム
北
部
と
雲
南
省
、
広
西
チ
ワ

ン
族
自
治
区
を
連
携
さ
せ
た
開
発
を
期
待
し
て
い

る
。　
　
　

二
○
○
五
年
一
○
月
末
の
胡
錦
濤
主
席
訪
越
で
、

北
部
の
鉄
道
修
復
・
整
備
、
イ
ン
フ
ラ
建
設
、
電

力
開
発
、
肥
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
鉱
山
開
発
な
ど

の
中
国
の
経
済
協
力
案
件
に
つ
い
て
調
印
さ
れ
、

二
○
○
六
年
の
マ
イ
ン
書
記
長
訪
中
で
は
、
中
部

地
域
で
の
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
鉱
山
開
発
案
件
、
北
部

湾
で
の
石
油
・
ガ
ス
開
発
に
つ
い
て
も
協
力
が
確

認
さ
れ
た
。
既
に
中
国
か
ら
の
電
力
購
入
契
約
、

鉱
山
開
発
な
ど
が
具
体
化
し
、
北
部
国
境
省
は
中

国
と
の
経
済
関
係
が
さ
ら
に
密
に
な
っ
て
い
る
。

二
○
○
六
年
四
月
に
行
わ
れ
た
第
一
○
回
ベ
ト

ナ
ム
共
産
党
大
会
で
は
、
二
○
○
六
年
か
ら
二
○

一
○
年
ま
で
の
五
カ
年
計
画
が
決
定
さ
れ
、
そ
の

中
で
北
部
山
岳
地
域
の
発
展
は
、
国
防
・
治
安
と

リ
ン
ク
し
た
経
済
発
展
（
例
え
ば
、
水
力
発
電
、

面積
（％）

人口
（％）

活動している企業数（2004 年）1） 農業生産
（％）

工業生産
（％）

消費支出 3）

（人 / 月、1,000ドン）総企業数 （％）うち工業企業 （％） 金融企業 不動産業 教育事業 2）

全国 100.0 100.0 91,755 100.0 23,203 100.0 1,129 6,173 296 100.0 100.0 370.0 
紅河デルタ 4.5 21.7 25,178 27.4 6,303 27.2 478 2,102 149 18.7 19.1 369.3 
東北部 19.3 11.3 4,421 4.8 2,026 8.7 71 145 17 8.5 4.2 296.8 
西北部 11.3 3.1 1,044 1.1 190 0.8 15 24 － 2.0 0.2 236.4 
北中部沿海部 15.6 12.8 5,373 5.9 1,079 4.7 130 193 16 8.9 2.4 252.5 
南中部沿海部 10.0 8.5 6,262 6.8 1,347 5.8 61 298 11 5.4 4.1 332.5 
中部高原 16.5 5.7 2,880 3.1 439 1.9 52 119 14 12.5 0.7 298.4 
東南部 10.6 16.1 31,866 34.7 8,704 37.5 153 3,004 81 12.0 56.3 566.6 
メコンデルタ 12.1 20.8 12,757 13.9 3,030 13.1 163 277 8 35.9 8.4 338.7 

（出所）General Statistical Office, Statistical Yearbook 2004, 及びThe Situation of Enterprises through the Results of Surveys Conducted 2003, 2004, 2005から筆者作成。
（注）1）協同組合法、企業法、国有企業法、外国投資法等により設立された事業組織で、2004 年 12 月 31 日現在、活動中の事業組織。事業組織の登録数ではない。

2）総事業体数 296 のうち、271 事業体が非国家部門、うち外資が 12。
3）2003-2004 年暫定値。

表 2　地方別指標
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鉱
業
、
建
設
資
材
、
商
品
作
物
の
栽
培
と
加
工
、

隣
接
諸
国
と
の
貿
易
関
係
の
拡
大
）
が
目
標
と
さ

れ
、
中
国
と
の
友
好
関
係
と
中
国
国
境
省
と
の
連

携
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
国
際
的
な

鉱
物
資
源
の
不
足
、
価
格
高
騰
を
反
映
し
て
鉱
山

開
発
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

②
東
西
経
済
回
廊

Ａ
Ｄ
Ｂ
の
東
西
経
済
回
廊
は
、
ビ
ル
マ
の
モ
ー

ラ
ミ
ャ
イ
ン
か
ら
タ
イ
東
北
部
、
ラ
オ
ス
を
経
て

ダ
ナ
ン
に
至
る
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
を
横
断
す
る
ル

ー
ト
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
側
は
ラ
オ
ス
と
の
国
境

ゲ
ー
ト
で
あ
る
ラ
オ
バ
オ
か
ら
ド
ン
ハ
ー
（
ク
ア

ン
チ
省
）
ま
で
の
九
号
線
の
整
備
が
終
わ
っ
て
い

る
。
ド
ン
ハ
ー
か
ら
ダ
ナ
ン
ま
で
は
国
道
一
号
線

を
南
下
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ダ
ナ
ン
と
フ
エ
を

結
ぶ
ハ
イ
バ
ン
・
ト
ン
ネ
ル
（
日
本
の
援
助
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
が
完
成
し
、
東
西
回
廊
が
北
中
部
と

南
中
部
の
沿
海
部
開
発
に
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
先
述

し
た
独
自
の
西
東
回
廊
構
想
を
発
表
し
、
沿
海
部

（
北
中
部
・
南
中
部
、
東
南
部
の
一
部
を
含
む
）

と
中
部
高
原
を
対
象
に
し
た
開
発
構
想
を
打
ち
出

し
て
い
た
が
、
二
○
○
四
年
に
共
産
党
政
治
局
決

定
で
、
こ
の
案
を
修
正
し
た
。
同
決
定
に
基
づ
き
、

二
○
一
○
年
ま
で
の
開
発
計
画
で
は
、
沿
海
部
一

四
省
を
対
象
地
域
と
し
て
、
自
然
災
害
へ
の
予
防

対
策
、
港
湾
建
設
と
合
理
的
経
済
構
造
建
設
、
海

上
輸
送
、
輸
出
製
造
業
、
精
油
所
、
建
設
資
材
、

畜
産
、
観
光
、
商
品
作
物
栽
培
、
港
湾
、
新
都
市
、

東
西
回
廊
と
連
携
し
た
工
業
区
・
経
済
区
の
建
設

を
謳
っ
て
い
る
。

中
部
高
原
に
関
し
て
は
、
北
東
部
、
北
西
部
と

並
ん
で
、
国
防
・
治
安
と
リ
ン
ク
し
た
経
済
開
発

計
画
に
な
っ
て
い
る
。

東
西
回
廊
に
対
す
る
新
た
な
期
待
は
、
中
部
開

発
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
北
部
の
ハ
ノ
イ
周
辺
に

進
出
し
た
外
国
投
資
企
業
か
ら
生
ま
れ
て
き
て
い

る
。
北
部
に
進
出
し
た
組
立
型
企
業
が
タ
イ
か
ら

部
材
を
輸
送
す
る
ル
ー
ト
と
し
て
注
目
を
集
め
始

め
て
い
る
。

③
南
部
経
済
回
廊

南
部
経
済
回
廊
で
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
か
ら
モ
ク

バ
イ
（
タ
イ
ニ
ン
省
）
国
境
ゲ
ー
ト
ま
で
の
道
路

は
完
成
し
、
モ
ク
バ
イ
国
境
経
済
区
を
建
設
中
で

あ
る
。
二
○
○
六
年
三
月
の
フ
ァ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・

カ
イ
首
相
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
公
式
訪
問
以
後
、

両
国
間
関
係
は
急
速
に
親
密
化
し
、
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
経
済
協
力
に
弾
み
が
つ
い
て

い
る
。
南
部
経
済
回
廊
の
経
済
効
果
は
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
か
ら
タ
イ
ニ
ン
省
に
抜
け
る
二
二
号
線
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
周
辺
地
域
が
急
速
に
工

業
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も

に
、
南
部
で
生
産
さ
れ
た
軽
工
業
製
品
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
日
用
製
品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
ラ
ー
メ
ン
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
サ
ン
ダ
ル
な
ど
消
費
財
）
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
向
け
輸
出
が
増
加
し
て
い
る
。
南
部
経
済

回
廊
は
ベ
ト
ナ
ム
南
部
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
市
場
へ

の
輸
送
ル
ー
ト
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

●
お
わ
り
に

Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済
回
廊
計
画
と
リ
ン
ク
し
た
ベ
ト
ナ

ム
の
地
域
開
発
計
画
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
む

か
は
、
ア
ジ
ア
の
地
域
統
合
の
進
展
度
と
密
接
に

関
係
し
て
い
る
。
経
済
回
廊
が
効
率
的
な
輸
送
ル

ー
ト
と
な
り
、
そ
の
周
辺
に
新
し
い
発
展
を
も
た

ら
す
に
は
ま
だ
課
題
を
残
し
て
い
る
。
物
理
的
な

道
路
建
設
の
遅
れ
だ
け
で
な
く
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
域
内
で

の
通
関
シ
ス
テ
ム
の
簡
素
化
と
調
和
は
、
輸
送
時

間
短
縮
に
と
っ
て
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

域
内
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
、
外
国
投
資
が
重
要
な

圧
力
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟

後
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
外
国
投
資
の
増
加
が
期
待
さ

れ
、
こ
れ
ら
外
国
企
業
に
と
っ
て
タ
イ
、
中
国
か

ら
の
部
材
輸
入
の
迅
速
化
が
重
要
な
問
題
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
外
資
の
動
き
に
よ

っ
て
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
の
経
済
回
廊
の
意
義
は
、

さ
ら
に
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
い 

し
だ　

あ
き
え
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
新

領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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